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議  第 3 1 0 5 号 

令和３年３月 29 日 

 

産業建設常任委員会審査概要報告書 

 

                             委員長 筏井 哲治 

 

Ⅰ 開催年月日 令和３年２月 17 日（水） 

Ⅱ 会 議 時 間 午前 11 時 10 分～午前 11 時 16 分 

Ⅲ 出席委員等 〔出 席 委 員〕◎筏井 哲治  ○中村 清志  坂林 永喜 

  金平 直巳   樋詰 和子  水口 清志 

  金森 一郎   高畠 義一 

               （◎…委員長  ○…副委員長） 

        〔説 明 員〕 別紙名簿のとおり 

        〔委員外議員〕 なし 

〔事務局職員〕 室川 弘昭  六土 幸拓 

   〔傍 聴 者〕 なし 

 

Ⅳ 審査の概要 

１ 付託議案について 

報告第１号 専決処分の報告について 
 

以上、報告第１号は、全会一致で、原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

〈 審査の過程における質疑は次のとおり。 〉 

 

（ 以下、質疑・質問内容は ○ 、答弁内容は △ で表示 ） 

 

【報告第１号 専決処分の報告について】 

○ 直近で一斉除雪にいくらの費用がかかったのか。 

△ 一回の一斉除雪のうち、車道除雪で約 4,700 万円、歩道除雪で約 700 万円の予算

を計上しているが、今般の大雪では、この予算を超える費用がかかる。 

○ 除雪事業費について、事業を担う企業の経営も大変な状況にある中、従来から除

雪事業を担っている企業へどのような経営支援を行ってきたのか。また、追加の経

営支援を行うのか。 

△ 除雪事業を担う企業へは、企業が持つ除雪機械の維持経費について、除雪機械  

の規格に応じて支援している。また、新たな支援が必要となれば検討していきたい。 

○ 除雪機械の管理、維持には、どれだけの費用が掛かるのか。 

△ 本市では約 260 台の除雪機械を借上げており、その維持・管理として、約 9,000
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万円の予算を計上している。 

 

〈 以上で委員会を閉じた。 〉 
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産業建設常任委員会 当局説明員（４名） 

都市創造部長 堀   英 人   

都市創造部次長 根 上  幹 雄   

都市創造部次長 
     参事 

竹 内   悟   

土木維持課長 広 田  利 和   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    
 


